






































「ゴミだし」や 「風呂そうじ」といったビジブルな家事であり,ゴ ミを出す 日
を覚えていたり,さ らには風呂が汚れていないかの点検をしたり,家族の生活
全般に目を行き届かせ,気 を配 るのは女性であることが多い。家事の外部化が
進行 し,男性の家事参加が増加 しているとはいえ,女性は依然 として家庭内に




因と経済的要因の両側面か らアプローチ してい くことである。具体的な研究課
題としては,まず規範的要因にっいては,家事の愛情規範(た とえば,「私が
家事をするのは,私の家族に対する愛情のあらわれである」,「私は,家族のた
めに家事をすることに,喜 び ・生きがいを感 じる」等)や 身体化 された規範
(たとえば,「私 は家事をすることが楽 しい」,「私の方が家事がうまくできる」
等)に焦点をあて,家庭内の役割分業と規範との関連を明らかにする。また経
済的要因にっいては,男性 と女性が保有する経済的資源に焦点をあて,家庭内
の役割分業と夫婦間の相対的な資源 との関連を明 らかにする。
家事労働の実証的研究を通 して,夫婦間の役割分業が規範や経済的資源か ら
どのような影響を受けるのかを明らかにし,夫婦間の役割の互換性がどの程度
可能であるのか,今 後の家事労働の変容可能性を探っていくいことが目下の研
究課題である。
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